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精神保健福祉援助実習Ｂ 単位数 履修方法（授業形態） 配当学年

2単位 実習 4年

科目コード CX5909 担 当 教 員 阿部 正孝／志村 祐子／
大和田 誠子／八巻 幹夫ほか

※社会福祉学科で精神保健福祉士国家試験受験資格取得希望者のみが受講できる科目です。
※社会福祉援助技術実習との同一年度受講はできません。
※今後の実習受け入れ状況などにより、ここに記載の内容を変更する場合があります。詳しくは
『With』等でご案内します。

※実習免除者は受講不要です。

■実習の内容 �
精神科医療機関における精神保健福祉援助実習を通して、患者への個別支援を経験しながら、実習

先医療機関の実情に応じて下記の内容に関する知識と技術を体得します。
①入院時又は急性期の患者およびその家族への相談援助。
②退院又は地域移行・地域支援に向けた、患者およびその家族への相談援助。
③多職種や病院外の関係機関との連携を通じた援助。
④治療中の患者およびその家族への相談援助。
⑤日常生活や社会生活上の問題に関する、患者およびその家族への相談援助。
⑥地域の精神科病院や関係機関との連携を通じた援助。

■科目の内容 �
本科目は、精神保健福祉士資格取得のために規定された実習のうち、医療機関実習（12日間以上か

つ90時間以上）にあたります。
「精保実習Ａ」（福祉施設実習）における学びを踏まえ、学生自身が、専門職である援助者として、ふ

さわしい人材であるかどうかを見つめていただくことが重要となります。そのための事前学習は重要な
意味を持ちます。大学から与えられた課題のみではなく、生活経験、業務実績を通して得てきた中で
見つけた課題をさらに深め、確認していけるよう、学生自身が、積極的に学ぶ姿勢が必要です。実習
を通し、精神保健福祉士としての価値や倫理、技術を十分に自分のものとしていくことが望まれます。

■到達目標 �
精神科医療機関における現場実習を通じて下記 1 ）～ 6 ）について理解できるようになる。
1 ）入院時又は急性期の患者及びその家族への相談援助。
2 ）退院又は地域移行・地域支援に向けた、患者及びその家族への相談援助。
3 ）多職種や病院外の関係機関との連携を通じた援助。
4 ）治療中の患者及びその家族への相談援助。
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5 ）日常生活や社会生活上の問題に関する、患者及びその家族への相談援助。
6 ）地域の精神科病院や関係機関との連携を通じた援助。

■教科書（「■精保実習指導Ａ・Ｂ」「■精保実習Ａ」と共通） �
1 ）精神保健福祉士養成セミナー編集委員会『精神保健福祉士養成セミナー 8 （第 6 版）　精神保健

福祉援助実習指導・現場実習』へるす出版、2017年
2 ）『精神保健福祉援助実習Ａ・B 課題ノート』東北福祉大学（「精保演習 B・Ｃ」履修者に配付）

（最近の教科書変更時期）2017年 4 月
※ １ ）は「■精保実習指導Ａ」で配本のため、この科目での教科書配本はありません。

■履修登録条件 �
この科目は「■精保演習Ａ・Ｂ」「■精保実習指導Ａ」「■精保実習Ａ」をすでに履修登録済みで、「■

精保演習Ｃ」と「■精保実習指導Ｂ」を同時に履修登録する方のみが履修登録できます。
※その他、履修の前提科目は『学習の手引き』3 章をご参照ください。

■実習期間 �
4 年次の 7 ／ 1 ～12／25　12日間かつ90時間
下記の例のとおり、実習は実習先の休業日に従い原則連続を基本とします（分割による実習は不

可）。
（例 1 ）土日が休みの実習（週 5 日の 2 週間と 2 日）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月 火 水 木 金 月 火 水 木 金 月 火

※ p.237～238実習期間の注意事項参照。

■学習を進めるにあたっての注意事項 �
実習受講にあたり、「精保実習Ａ」（福祉施設実習）の精保実習Ａ事後指導（「精保演習 B － 2 」「精保

実習指導Ａ－ 2 」）受講時に「精保実習 B」受講希望者を対象に「精保実習 B 選考試験」をそれぞれ実
施します。実習受講には選考試験に合格する必要があります。

また前項「実習受講の流れ」にある各条件を満たすためには、年間のスクーリング開講予定や科目
修了試験の開催日程、自身の学習時間の確保を含む「学習計画」が必須となります。各条件を満たす
ために指定科目のレポートを「いつまでに作成するか」等、計画的に学習を進めてください。

■精保実習 B 申込について �
「精保実習 B 希望届」に基づき実習受入依頼調整を行います。「精保実習 A」受講の翌年度以降に実

習受講を希望する方は、『With』9 月号巻末のエントリー用紙にて様式をお取り寄せのうえ10月末必着
で「精保実習 B」（医療機関実習）の受講申込を行ってください。特に希望する実習先がある場合は、
第 1 ～ 3 希望まで記入してください（次項■実習先施設に関する注意事項参照）。
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実習先には指導者として精神保健福祉士が確保されている必要があります（確認は依頼の際に大学
で行いますので希望申込の時点で学生が直接確認する必要はありません）。

なお実習は基本的に大学で実習先を指定する「配属実習」となります。必ずしも希望通りに依頼さ
れない場合があることを予めご了承ください。

■医療機関を受診している方へ �
現在、医療機関を受診している方は、養成に係る省令（「実習を実施する際には、健康診断等の方法

により、実習生が良好な健康状態にあることを確認した上で実施すること。」23文科高第501号障発0805
第 9 号平成23年 8 月 5 日）により、予め実習係宛に申し出た上で「実習を行っても健康上問題がない
旨」の主治医の診断書を提出していただきます。障害等により配慮の申請が必要な方も、予め実習係
宛にお申し出ください。いずれも本学にて面談を実施する場合があります。申し出の時期は、原則各
実習の申込み時とし、申込み後に医療機関を受診した場合は、受診後速やかに申し出てください。

■実習先施設 �
『学習の手引き』3 章「実習先として認められる施設・事業の種別」参照。

■実習先施設に関する注意事項 �
自身や身内が現在受診している（または過去に受診歴のある）医療機関での実習は、情報保護等の

観点から認めておりません。

■巡回指導・帰校指導について �
実際に実習が行われている期間中に教員が実習機関を訪問する巡回指導が最低 1 回以上（最多で 2

回）、実習期間（実習開始日から終了日までの期間）の実習が行われていない土・日のいずれかまたは
祝日に本学や所定の公共施設等において最多で 1 回の帰校指導が、合わせて 2 回実施されます。巡回
指導のみ 2 回となるか巡回指導と帰校指導との組合せとなるかは、担当教員との調整により決まりま
す（実習開始日までに確定の上通知いたします）。実習期間中の土・日または祝日は、予定を空けてお
くようご注意ください。

■実習費 �
「精保実習 B」（医療機関実習）　75,000円
実習費は所定の時期に一括請求されます。

■「卒業までに身につけてほしい力」との関連 �
とくに「基礎的知識」「応用的知識」「コミュニケーション力」「自己管理力」「協調性・主体性」「倫理観」

「市民としての社会的責任」を身につけてほしい。

■参考図書 �
1 ）日本精神保健福祉士養成校協会編『新・精神保健福祉士養成講座 8 　精神保健福祉援助演習（基
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礎・専門）（第 2 版）』中央法規出版、2016年
2 ）日本精神保健福祉士養成校協会編『新・精神保健福祉士養成講座 9 　精神保健福祉援助実習指

導・実習（第 2 版）』中央法規出版、2016年

■「麻疹（はしか）」「インフルエンザ」などの感染症対策 �
「精保実習Ａ」と同様です。「インフルエンザ」の対策については、p.240に記載の事項を読んで、念

入りに行うようにしてください。


